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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,553,622 3,296,179 7,378,305

経常損失(△) (千円) △141,538 △30,037 △198,020

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △121,703 12,521 △262,114

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,370,675 1,370,675 1,370,675

発行済株式総数 (株) 5,703,500 5,703,500 5,703,500

純資産額 (千円) 3,705,746 3,504,666 3,573,411

総資産額 (千円) 6,789,786 6,782,099 6,428,437

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △22.18 2.28 △47.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 54.6 51.7 55.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △45,942 62,343 25,233

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 98,180 27,868 110,948

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △67,718 2,358 65,932

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 422,462 732,627 640,056

　

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.14 5.97

　

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第34期第２四半期累計期間および第34

期は１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第

35期第２四半期累計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により停滞を余儀なくされた生産活動も、サ

プライチェーンの復旧に伴い徐々に回復しつつありますが、今後に向けた本格的な復興政策の実施や電力

の供給問題など山積する課題とともに、円高・株安の進行や欧州の財政不安がもたらす世界的な景気減速

懸念などもあり、先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

　このような状況の中、売上高に関しましては、日本陸上選手権大会の継続受注に加え、高校総体開会式の元

請けを初受注し、また、アジア陸上競技選手権大会、トライアスロン競技大会の新規受注によりスポーツイ

ベントが好調だったものの、第１四半期累計期間における東日本大震災の影響が大きかったため、売上高全

体では減収となりました。

　利益に関しましては、売上原価ならびに販売費及び一般管理費の経費削減により営業損失の赤字幅が縮少

し、また、投資信託の収益分配金の増加による営業外収益の改善により経常損失の赤字幅が縮少しました。

　なお、適格退職年金制度から確定拠出年金制度の移行による退職給付制度の一部終了益として特別利益

109百万円を計上したことにより、四半期純利益は黒字となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,296百万円（前年同期比7.2％減）、営業損失は86百万円

（前年同期の営業損失は152百万円）、経常損失は30百万円（前年同期の経常損失は141百万円）、四半期純

利益は12百万円（前年同期の四半期純損失は121百万円）となりました。

各部門別の状況は次のとおりであります。

〔スポーツ〕

日本陸上選手権大会の継続受注に加え、高校総体開会式の元請けを初受注し、また、アジア陸上競技

選手権大会、トライアスロン競技大会の新規受注等により、売上高は932百万円と前年同期比75.0％の

増収となりました。

〔セールスプロモーション〕

販売促進等の減少により、売上高は631百万円と前年同期比17.3％の減収となりました。

〔セレモニー〕

竣工式等の減少により、売上高は538百万円と前年同期比13.8％の減収となりました。
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〔フェスティバル〕

地域振興イベント等の減少により、売上高は507百万円と前年同期比28.7％の減収となりました。

〔コンベンション〕

　記念式典等の減少により、売上高は466百万円と前年同期比27.5％の減収となりました。

〔レクリエーション〕

　運動会・納涼祭の減少等により、売上高は157百万円と前年同期比39.6％の減収となりました。

〔その他〕

　テントの売渡し・貸し出しの需要が増加したことにより、売上高は62百万円と前年同期比289.4％の

増収となりました。

　
(2) 財政状態の分析

（資　産）

　当第２四半期末の資産は前事業年度末に比べて353百万円増加し、6,782百万円となりました。これは

主に現金及び預金が92百万円、受取手形及び売掛金が304百万円増加したこと等によるものでありま

す。

（負　債）

　当第２四半期末の負債は前事業年度末に比べて422百万円増加し、3,277百万円となりました。これは

主に買掛金が448百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期末の純資産は前事業年度末に比べて68百万円減少し、3,504百万円となりました。これは

主に利益剰余金が3百万円、その他有価証券評価差額金が64百万円、それぞれ減少したこと等によるも

のであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度に比べて

92百万円増加し、732百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果、獲得した資金は62百万円（前年同期は資金の支出45百万円）となりました。

これは主に売上債権の増加額が293百万円あったものの、仕入債務の増加額が448百万円あったこと等

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、獲得した資金は27百万円（前期同期は資金の獲得98百万円）となりました。

　これは主に投資有価証券の取得による支出が136百万円あったものの、有価証券及び投資有価証券の

売却による収入が112百万円、利息及び配当金の受取額が46百万円、それぞれあったこと等によるもの

であります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、獲得した資金は２百万円（前年同期は資金の支出67百万円）となりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出が355百万円、リース債務返済による支出が17百万円、配当金

の支払額が16百万円それぞれあったものの、短期借入金の純増減額が100百万円、長期借入による収入

が300百万円それぞれあったこと等によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在　　　　発行
数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,703,500 5,703,500
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）
単元株式は1,000株であります

計 5,703,500 5,703,500 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 5,703,500 ― 1,370,675 ― 1,155,397
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

三  木  征一郎 埼玉県富士見市 1,255 22.02

セレスポ従業員持株会 東京都豊島区北大塚１丁目21番５号 546 9.58

巽      一  久 兵庫県芦屋市 268 4.70

市　川　敏　夫 東京都稲城市 110 1.93

稲  葉  利  彦 東京都練馬区 100 1.75

衣  笠      純 埼玉県富士見市 94 1.66

北  原  和  男 埼玉県入間市 94 1.66

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２丁目12番６号 72 1.26

宮　崎　　　望 東京都三鷹市 62 1.09

伊吾田　正　弘 神奈川県相模原市中央区 58 1.02

計 ― 2,661 46.66

(注)　上記大株主以外に当社が217千株(所有株式数の割合3.81％) を自己株式として保有しております。 
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― 　

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― 　

議決権制限株式(その他) 　 　 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　217,000

― 　

完全議決権株式(その他) 普通株式　5,451,000 5,451　

単元未満株式 普通株式     35,500― 　

発行済株式総数 5,703,500 ― ―

総株主の議決権 ― 5,451 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式744株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社セレスポ

東京都豊島区北大塚1-21-5 217,000 ― 217,000 3.80

計 ― 217,000 ― 217,000 3.80

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　　　該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

　　　該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役（企画室長） 常務取締役（統括本部長） 川原　一樹 平成23年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 613,004 705,562

受取手形及び売掛金 891,197 1,195,884

有価証券 76,112 27,064

原材料及び貯蔵品 19,520 19,480

未成請負契約支出金 ※
 19,569

※
 91,684

その他 79,644 95,856

貸倒引当金 △54,067 △50,078

流動資産合計 1,644,981 2,085,454

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 428,393 417,230

土地 3,310,250 3,310,250

その他（純額） 152,734 177,720

有形固定資産合計 3,891,378 3,905,201

無形固定資産 59,665 52,154

投資その他の資産

その他 900,403 796,029

貸倒引当金 △67,991 △56,740

投資その他の資産合計 832,412 739,289

固定資産合計 4,783,455 4,696,645

資産合計 6,428,437 6,782,099

EDINET提出書類

株式会社セレスポ(E04899)

四半期報告書

11/21



(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 576,036 1,024,738

短期借入金 200,000 300,000

未払法人税等 28,914 18,301

賞与引当金 26,169 43,291

1年内返済予定の長期借入金 622,230 648,240

その他 278,573 383,760

流動負債合計 1,731,923 2,418,333

固定負債

長期借入金 661,226 579,870

退職給付引当金 292,234 68,748

役員退職慰労引当金 45,470 46,137

資産除去債務 40,656 40,798

その他 83,514 123,546

固定負債合計 1,123,102 859,100

負債合計 2,855,025 3,277,433

純資産の部

株主資本

資本金 1,370,675 1,370,675

資本剰余金 2,155,397 2,155,397

利益剰余金 115,787 111,849

自己株式 △62,060 △62,158

株主資本合計 3,579,800 3,575,762

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,388 △71,096

評価・換算差額等合計 △6,388 △71,096

純資産合計 3,573,411 3,504,666

負債純資産合計 6,428,437 6,782,099
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 3,553,622 3,296,179

売上原価 2,578,159 2,337,231

売上総利益 975,462 958,948

販売費及び一般管理費

給料及び手当 577,639 565,111

賞与引当金繰入額 17,158 11,056

その他 532,839 468,789

販売費及び一般管理費合計 1,127,636 1,044,957

営業損失（△） △152,173 △86,009

営業外収益

受取配当金 15,205 45,957

貸倒引当金戻入額 － 8,501

その他 3,601 10,152

営業外収益合計 18,807 64,611

営業外費用

支払利息 8,172 8,639

営業外費用合計 8,172 8,639

経常損失（△） △141,538 △30,037

特別利益

有価証券売却益 － 10,925

投資有価証券売却益 19,110 6,762

退職給付制度終了益 － 109,279

その他 － 910

特別利益合計 19,110 127,876

特別損失

投資有価証券売却損 15,261 12,218

固定資産除却損 4,975 128

事務所移転費用 3,682 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31,136 －

関係会社株式売却損 － 14,792

その他 6,552 －

特別損失合計 61,607 27,139

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △184,036 70,699

法人税、住民税及び事業税 10,736 10,742

法人税等調整額 △73,069 47,435

法人税等合計 △62,333 58,178

四半期純利益又は四半期純損失（△） △121,703 12,521
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△184,036 70,699

減価償却費 40,609 42,851

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31,136 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21,749 △15,239

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,614 17,122

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,294 △223,486

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,015 666

受取利息及び受取配当金 △15,386 △46,044

支払利息 8,172 8,639

有価証券売却損益（△は益） － △10,925

投資有価証券売却損益（△は益） △3,848 5,456

関係会社株式売却損益（△は益） － 14,792

固定資産除却損 4,975 128

売上債権の増減額（△は増加） △239,102 △293,683

たな卸資産の増減額（△は増加） △87,790 △72,075

仕入債務の増減額（△は減少） 334,756 448,752

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,072 3,891

保険積立金の増減額（△は増加） 1,241 9,700

長期未払金の増減額（△は減少） － 85,780

その他 9,827 36,745

小計 △29,846 83,773

法人税等の支払額 △16,096 △21,430

営業活動によるキャッシュ・フロー △45,942 62,343

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △12,704 △10,978

無形固定資産の取得による支出 △4,480 －

投資有価証券の取得による支出 △123,210 △136,816

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 91,319 112,014

関係会社株式の売却による収入 － 9,707

貸付けによる支出 △800 △1,000

貸付金の回収による収入 2,015 3,528

利息及び配当金の受取額 15,418 46,046

敷金及び保証金の差入による支出 △2,403 △1,377

敷金及び保証金の回収による収入 47,210 6,793

その他 △14,185 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー 98,180 27,868

EDINET提出書類

株式会社セレスポ(E04899)

四半期報告書

14/21



(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 100,000

長期借入れによる収入 300,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △337,290 △355,346

自己株式の取得による支出 △141 △98

利息の支払額 △8,033 △8,404

リース債務の返済による支出 △9,346 △17,242

配当金の支払額 △32,906 △16,549

財務活動によるキャッシュ・フロー △67,718 2,358

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,480 92,570

現金及び現金同等物の期首残高 437,942 640,056

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 422,462

※
 732,627
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
退職給付引当金

　当社は、平成23年４月１日付で、適格退職年金制度から確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　この制度移行による退職給付制度の一部終了損益として、退職給付制度終了益109,279千円を特別利益に計上し

ております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

前事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成23年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

※　未成請負契約支出金とは、仕掛中の請負契約について

発生した原価を集計したものであります。

※　未成請負契約支出金とは、仕掛中の請負契約について

発生した原価を集計したものであります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　　　　　                 前第２四半期累計期間
                          (自　平成22年４月１日
                         　至　平成22年９月30日)

           当第２四半期累計期間
          (自　平成23年４月１日
           至　平成23年９月30日)

　　　現金及び預金　　　　　　　395,419千円

　　　有価証券　　　　　　　 　　68,767千円

                705,562千円

                 27,064千円

　　　　　　　　　　計　　　　　464,187千円                 732,627千円

　　　ＭＭＦ以外の有価証券　 　△41,725千円                         ―

　　　現金及び現金同等物　　　　422,462千円                 732,627千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 32,929 ６ 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

　

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 16,459 ３ 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

　

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　
(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあ

りません。
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(持分法損益等)

　関連会社に関する事項

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

　利益基準および利益剰余金基準等からみて重要性が乏

しい関連会社であるため、記載を省略しております。

　関連会社がないため記載しておりません。

 

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社はイベント総合請負業ならびにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるため、記載を省略

しています。

　
Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社はイベント総合請負業ならびにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるため、記載を省略

しています。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)

△22円18銭 2円28銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △121,703 12,521

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

△121,703 12,521

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,487,658 5,486,299

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― ―

　

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期累計期間においては１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在していないため、記載しておりません。また、当第２四半期累計期間においては潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

株式会社セレスポ

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　上　　隆　司　    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    早　稲　田　　宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社セレスポの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間(平成

23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計
算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セレスポの平成23年９月30日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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